
 

  

 学生選書ツアーとは、図書館に置く本を、学生が書店で直接選

び購入するイベントです。 

今回参加いただいたのは、各専攻より男性 16 名、女性 3 名の

計 19 名。みなさん、ひとりひとり買い物かごを片手に、書店の 5

～8階を回って、「図書館に置いてほしい」本を選びました。 

ツアーの時間は３時間。たっぷり用意された制限時間内で選ば

れた本は、分野も様々で、どれも興味を惹かれるものばかりです。 

 購入した本は、学生選書コーナーに配架中です。「私のお気に

入りの一冊」には購入者の熱いコメントも掲載しています。 

「どうしてこの本を選んだのか」、それが分かると、また違った

視点から読むことができるかもしれません。 



 

昨年末の学生選書ツアーにて購入された 

図書を配架しました。 
 

現在、学生選書コーナーには学生の目線 

で選ばれた 356 冊の図書が並んでいます。 
 

同じ大学で、同じ分野を学ぶ仲間達が 

選んだ本はどんなものか。 
 

気になる人は是非、手に取ってみてください。 

もちろん、貸出もできます。 
 

あなたの学習や研究、または私生活に役立つ 

1 冊がきっと見つかるはずです。 

 

 

 

 



 

  

インピーダンスだけの 1 冊！驚きです。 

中身は本格的で、 

スミスチャート、 

抵抗のみの回路、 

インピーダンスマッチング、 

定在波などに分けてわかりやすく解説 

しています。 

副読本としても、読み物としてもおすすめ。 

私は本屋さんが好きなので、今回の選書ツアーを非常に楽しむ 

ことができました。 

しかし本屋が好きでも専門書のコーナーまでは普段見ません。 

そんな専門書をじっくりと時間をかけてまわれたおかげで、 

研究に関することはもちろん、趣味に関することまで、様々な 

発見がありました。 

次回も是非参加したいです。 

3 時間以上かけて本を選んで、買ってもらう。 

しかも自分の選んだ本は図書館を通じて知らない人の手元へ。 

こんなチャンスはなかなかありません。 

少しでも気になった方は参加してみてください。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4526044636/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

私は日頃から測定で頻繁に使用しているテスターですが、実はよく分からず使って 

いました。この本はテスターの仕組みや活用法などを 0 から図解でわかりやすく 

紹介してくれるみたいです。実際テスターを使っていて困ったことがあったわけ 

ではないのですが、日頃研究で使う実験器具です 

から知っていて損はないと思います。 

図解なので気軽に読めそうですし、テスターを使う 

機会が多い方におすすめです。 

私は、普段あまり本を読む方ではないですし、図書館も 

授業やレポートの為の参考書ぐらいしか借りたことが 

ありませんでした。 

しかし、今回の選書ツアーで、気軽に読んでみたい本が 

たくさんみつかり、図書館をもっと利用したいと思うよ 

うになりました。 

興味はあるけどなかなか手が出せない本がある方には 

とても良い機会だと思います。 

http://www.amazon.co.jp/gp/reader/4798030090/ref=sib_dp_pt


 

  

自分で気に入った本を自由に購入することができ非常に 

楽しかったです。 

すごく良い企画であったと思います。 

機会があれば、是非来年も参加したいと考えています。 

自分で図書館における本を選定できるという貴重な機会 

だと思うので、是非参加して下さい。 

http://www.amazon.co.jp/gp/reader/4163757708/ref=sib_dp_pt


 

  

社会人から皆さんへのアドバイスとして。 

学生のうちでもそうですが、社会に出ればなお、 

自分の意見を臆することなく人前で話せる力が 

必要となってきます。 

そのためにはどうすれば良いか。 

という思いで、こちらの本をお勧めします。 

意識が変わるだけで、これからの人生も変わっ 

てくると思います！ 

大きな書店で、たくさんの本を選べたのでとても良かったです。 

また参加したいです。 

この本読みたいのに、図書館においてないな、という事は 

あったと思います。 

図書館に置く本を自分で選べる機会などなかなかないので、 

そういう機会を逃していてはもったいない！選書ツアーが定 

着し、蔵書は全て選書ツアーで、というふうになればいいと 

思います。 

http://www.amazon.co.jp/gp/reader/4479771808/ref=sib_dp_pt


 

  

和時計やカラクリなどの製品を、日本独自の 

科学力と技術力で生み出した江戸時代の科学 

者たちは、今よりはるかに沢山の星の煌く中 

でどんな方法を使って天文学を発展させてい 

ったのか、当時の天文学とは一体どんなもの 

だったのか興味がそそられる本です。 

今まで高額で手が出さなかった本が購入できると思うと 

わくわくしました。 

自分へのご褒美のつもりで参加させていただきました。 

小さな夢をかなえるツアーです。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4046532653/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

2050 年の世界事実を元に未来を予想して 

いるので、まるでタイムマシーンを手に入 

れた気分です。 

軽い気持ちで参加しましたが、ついつい選書そっちのけで 

本屋を満喫してしまいました。 

とても楽しかったです。 

欲しいけど手が出ない本を買うチャンスです！ 

http://www.amazon.co.jp/gp/reader/4163755004/ref=sib_dp_pt


 

  

いかにして人をマネジメントし成果を出すか？多くの人が、日々この問題に頭を悩ま

せているだろう。その問題を本書はたった 1 分で解決に導いてくれる。 

1 分で示し、1 分で褒め、1 分で叱る。 

たったこれだけ。 

この本質的な原則をストーリー形式で分かり 

やすく、的確なたとえ話を用いながら本書は進 

んでいく。 

分量は小一時間程度あれば読めるほどである。 

だが、内容は非常に濃い。 

読めば是非とも、部活、サークル、ゼミ、プロ 

ジェクトなどで困っている人に贈りたくなる 

一冊だ。 

本を買いあさる経験はできないので、とても楽しかった。 

しかし、在庫がない本を購入することができず非常に残念で

あった。 

来年度の選書ツアーは年末を避け、予約購入もできるように

してほしい。 

本を買いあさる機会はほとんどないので、是非この機会に。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4478350094/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

紙を使ったたくさんのデザインが載っており、 

しかもそのどれもがすぐに試せそうなばかり 

です。 

普段平面として見ている紙にこんな使い方が 

あるんだと驚くに違いありません。 

是非読んで試してみて下さい。 

よく図書館に自分の求めている本を探しに行っても、 

ないことが多いです。 

これを見て、いいなと思った人は次回参加してみて 

ください、楽しいですよ。 

色んな本がありすぎて、選ぶのに苦労しました。 

でも、なかなか学生としてこういった機会はないですから、 

とても楽しめました。 

参加枠を増やしたり、学年ごとにやるなどすれば、もっと 

幅広い本が選ばれるし、学生の行事として馴染まれるので 

はないでしょうか。 

ともあれ、いいイベントだと思います。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4766123654/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

デザイン系の就活に必須の 

ポートフォリオの製作に役立つ一冊。 

予算をかけずに 

他の人とは違うポートフォリオを製作できる。 

普段なら購入できない本にも手を出す事ができる。 

同行していただいた係りの方も親切で楽しかった。 

他の人と一緒に本屋に行く事があまりしない体験なので新鮮。 

参加してみる価値あり。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4766123034/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

ため池など、普段は目につけられていない 

大切なことに気づかせてくれるような一冊 

だと思います。 

近年の社会変化に応じ，ため池を防災面・ 

環境保全・親水機能の視点よりみた研究書。 

体系的な本で、ため池に関しての基礎知識 

が得られる数少ない専門書であると思い、 

今回選ばせていただきました。 

最初はどんな本を選べばいいのか迷ったりもしましたが、最

終的には自分の興味のある本や面白そうだなっと思えた本を

選びました。 

普段だと少しためらって手の出ないような高価な本も選べる

ので参加した満足度は高いです。 

またこのような機会があれば参加できればと思います。 

図書館の本を自分で選べるというのは貴重な体験であると 

思います。 

こういうイベントがあるのは有難いことですし、是非次回も 

多くの学生に参加してもらいたいです。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4860992091/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

京都にも数多く現存している川。 

モータリゼーションの影響や防災化のために 

それらの川の環境が大きく変わろうとしている。

本書はこのような川の現状や河川空間の利用 

について、具体的な事例を示しつつ様々な視点 

から教えてくれる。 

いざ選ぶとなると難しかったですが、自分の専攻している

分野には何が必要なのかを改めて考え直させてもらい、 

興味深い本を多数選ぶことが出来ました。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/430602413X/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

本書は、現代建築の評論にも定評のある建築史家である著者が、東日本大震災から

およそ半年間にわたって、東日本大震災の被災地を歩き、自らの目で見、肌で感じ

た被害のありさまを綴ったドキュメントである。震災発生から間もない時期に、建

築家や教育機関、メディアといった比較的アカデミックな建築業界がどのように動

いたのか？ 震災そのものの記憶が急速に薄らいでいくことを懸念する筆者は、 

壊滅的な状況を、日常の描写を交えて具体的に 

記録する。ショッキングな写真も多数収められ 

ているが、一つひとつが、筆者が記録し印刷さ 

れたことで歴史となった事象なのである。百年 

後のわれわれは本書を貴重な歴史書だと受け 

取るに違いない。そして本書が現在の読者に与 

える気付きもまた、多く、重い。 

当日体調を崩して参加できず残念でした。 

ご迷惑をおかけして申し訳ございません。 

選べるのは現在販売中の本に限られますが、図書館に入って 

ほしい本を選ぶのは、自分の好みだけで決められない面も 

含めて面白い経験だと思います。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4622076527/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

２００８年に東京の世田谷美術館で開催された「建築がみる夢 - 石山修武と 12 

の物語」という展覧会を知っているだろうか？私は幸運なことにこの展覧会を訪れ

ることが出来たのだが、実に衝撃的な体験であった。大学で教鞭を執るようなエラ

い建築家が、美術館の会場において、自力で模型を作り図面を描くという、はっき

り行って建築学生と同じようなプロセスを踏んでいるにもかかわらず、そこで表現  

されている世界は、圧倒的なエネルギーに満ち溢 

れ、表現された世界は全く独特で見る者を引き込 

まずにいらればい性質のものであった。あまりの 

すごさに僕は思わずその場で立ちすくんでしま 

ったのだった。あのとき感じた衝撃を再び感じた 

くて手に取ったのが本書である。展覧会場で行わ 

れた連続講義の一部を活字化したものによって 

本書は構成されているのだが、あの模型や図面に 

宿っていた熱量がここにもやはり充満している。 

こころして読むべし。 

良い企画だと思いました。これからも広く知ってもらい継続

することを願っています。 

自分が読んで見たい本と、ぜひとも他の学生にも手に取って

ほしい本と、いろんな角度から選書できる楽しさがありまし

た。 

選書された本は今後大学図書館に所蔵されることになります。 

国立大学の図書館に自分の選んだ本が所蔵されて、自分の 

知らない未来の学生が手に取る可能性があるってなんだか 

わくわくしませんか。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/475716050X/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

建物の夜の表情に絞ってまとめられた本。 

写真がとてもキレイ。 

求めればどこまでも華やかに見せられる 

現在で著者が大事にしているのは影のデザイン。 

例えば六本木ヒルズの巨大クモは影が 

大事な魅力になっている。 

学生が自分で買いづらい高めの本（作品集など）を狙いめ 

とした。 

先輩メンバーのチョイスする本に興味があった。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4897375207/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

  

この本はグループワークの効果を最大化する 

部屋づくり、家具、ツールの在り方にとどま 

らず、それらの設置と運用のしかたなど、 

人に注目した環境づくりのアイデアが紹介さ 

れており、パラパラと見ているだけでも楽し 

いです。 

ありきたりではない、少し遊び心のあるような 

様々な空間づくりに参考にしてみたい本です。 

友人から教えてもらい初めて参加しました。 

今までこのような企画があったことを今まで知りませんでし

た。普段書店に行っても見ないコーナーや、専門的だが自分で

は買うに至らない本などもじっくり見る機会ができ、視野を広

めるという意味でもためになりました。 

Twitter などでもこの企画の告知をされていたとのことですが、

知らなかったのでもう少し他の媒体でも分かりやすく告知すれ

ば学生にも浸透していくように思います。 

これからも開催していただければと思います。 

図書館の蔵書を自分たちで選べる機会がせっかくあるので、

普段図書館をよく利用される方や、読みたい本があるけど図

書館に置いてない…って思っている方はぜひ参加してみると

よいと思います。 

http://www.amazon.co.jp/gp/reader/4484121263/ref=sib_dp_pt


 

  

世界各国の「いただきます」の様子が、 

カロリーと共に一目で分かります。 

食事は人類生き物全てに与えられた行為であり、 

この行為に、それぞれの人の様々な生活スタイルや

文化が現れていると感じました。 

文章と共に、楽しみながら読んでいただきたいです。 

個人的には、時間はもう少し短くてもよいかなと思いました。

しかし、あんなに長い間書店に居たことが無かったので、 

どっぷり本に浸かれるよい経験となりました。 

ありがとうございました。 

５万円分の書物をじっくり見れるチャンスはなかなか無いと

思います。 

このイベントを知っている人は限られていると思うので、是

非周りに広めて毎年参加してもらって、図書館の書物を充実

させてほしいと思います。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4887063245/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

住宅の間取りと建築素材について、たくさんのカラー写真と理解しやすい文章で解説し

ている本です。 

間取りは、「キッチン・洗面所・トイレ・リビング」などと各エリアごとの設計のコツ

や実例が載っています。建築素材は、「タイル・木材・珪藻土」など内装や外装によく

使われる材料の特性・種類・注意点などが豊富な写真とともに詳しく記載されています。

他にも、照明計画の基本（間接照明の使い方・各照明器具の特性など）や最近の住宅イ

ンテリアのトレンドなど、これ一冊で住宅インテリア設計についての基礎知識がつくと

思います。 

私の研究室では住宅を設計する機会が多いため、今すぐ役立つハンドブックとして選書

しましたが、造形工学課程の学部生や院生でも住宅設計の課題の際に、単なる平面プラ

ン設計で終わらず「どのような素材・照明をどこにどう使うか」というリアリティあ 

る提案づくりに非常に役立つはずです。専門書というよ 

りは写真の多いおしゃれな雑誌のようなレイアウトなの 

で、ざっと読むだけで大体の空間・素材のイメージを掴 

めるのが良いです。 

造形だけでなく、インテリアが好きな他学科の学生さん 

にもオススメです。 

選書ツアーの存在は知っていましたが、図書館にも必要最低限しか行かない

ため、今まで参加したことはありませんでした。しかし、卒業間際になって

研究や設計のために読みたい本が増え、今回の参加を決めました。 

研究室の３人で、今すぐ役に立つ本から専攻とはまったく関係のない本まで

３時間かけて選んだのですが、とても楽しかったです。私は普段本屋や図書

館に行くタイプではないのですが、研究に便利な本・読みたい本がたくさん

見つかりました。 

しかし同時に、選んだ本のいくつかは既に図書館に所蔵されていることに驚

きました。古い・カタい本ばかり置いてあるイメージだったのですが（すみ

ません）…選書ツアーをきっかけに、もっと図書館に行って話題の本・選書

した本をどんどん読もうという気持ちになりました。 

「5 万円分、あなたの好きな本を買ってください」 

これだけ聞くと、普段図書館に行かない人でもちょっと興奮しますよね。 

もちろん「学習に役立つ本を図書館に置くために、チームで」買うのですが、

自分たちで選んだ数十冊は図書館に行けばいつでも借りられるので、自分で

は買えない高価な本・作品集・参考書などを手に入れるまたとない機会です。 

毎年参加者が少ないそうなので、とても勿体ないと思います。 

逆に言えば、チャンスです。 

http://www.amazon.co.jp/gp/reader/4767814138/ref=sib_dp_pt
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